
BCPを作成する意欲を喚起するため「なぜ水害版BCPが必要
なのか」を参加者に理解していただく必要があります。

（水害版BCP作成手引き「P9～10」）

 手引きを活用して主催者自ら説明してもよいですが、有識
者に講演を依頼する、あるいは講演動画を活用すること等
も有効です。

STEP1【水害版BCPの必要性を知る】

【概要版】庄内川流域水害版BCP作成支援ツール講習会開催の手引き

本資料は「庄内川流域水害版BCP作成支援ツール講習会開催の手引き」の概要版として、
講習会における説明のポイントや各STEPで使用する資料をとりまとめたものです。
全ての資料は「庄内川河川事務所HP」にて公開中です。是非ご活用ください。

本講習会では「水害版BCP作成支援ツール」が必要であり、
MicrosoftⓇExcelⓇを使用できる環境が必要です。

（水害版BCP作成手引き「P2～8」）

 可能であれば、参加者には事前に動作環境を確認させてお
くと安心です。

講習会の事前準備【動作環境等の確認】

「水害版BCP作成手引き」により説明しつつ、参加者には実
際に「水害版BCP作成支援ツール」を操作してもらうと、内
容の理解が深まります。

（水害版BCP作成手引き「P26～84」）

STEP2【水害版BCP作成支援ツールの操作方法を知る】

有識者による講演動画
（庄内川河川事務所HPにて公開中）

https://www.cbr.mlit.go.jp/shonai/bcpseminar/

https://www.cbr.mlit.go.jp/shonai/bcpseminar/


上図（左）：水害版BCP作成手引きより抜粋

【概要版】庄内川流域水害版BCP作成支援ツール講習会開催の手引き

従業員や顧客の生命を守るため、自社の水害リスクを把握し
たうえで、避難計画を事前に立案しておく必要があります。

（水害版BCP作成手引き「P40～51」）

 まずはハザードマップの見方・使い方を理解いただきます。

 そのうえで、避難計画の立案方法を学んでいただきます。

 解説動画も公開中です。是非ご活用ください。

STEP3【自社の水害リスクを知り、避難計画を立案する】

水害時の被害を局限するためには、水害の予兆を事前に
捉え、適切に対応することが必要です。

適切に対応するための計画は「水害版BCP作成支援ツー
ル」により作成可能ですが、情報の取得方法は別途理解
していただく必要があります。

（水害版BCP作成手引き「P23, P87～92」）

 解説動画も公開中です。是非ご活用ください。

STEP4【洪水時に取得する情報を知る】

上図：水害版BCP作成手引きより抜粋

左図：解説動画より抜粋
 「重ねるハザードマップ」で浸水深や浸水継続時間
を調べましょう

 「重ねるハザードマップ」で避難所までの経路図を
作成してみましょう

（庄内川河川事務所HPにて公開中）

上図（右）：解説動画より抜粋
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